
山林の維持保全との連携山林の維持保全との連携
山林保全と土砂流出の関係

ダムの堆砂は、ダム上流の山林の保全と
密接な関係にあります。山林を保全するこ

山林保全なし 山林保全あり

山林保全活動による安濃ダム

とで土砂流出を抑制することができる一方、
保全できなければ大量の土砂がダム湖に
流入してしまいます。

土砂流出量
２，３１３ ｇ/㎡ ２３７ ｇ/㎡

間伐がされず

下層植生が育たない状態

間伐が行き届き

下層植生が育った状態

土砂流出量
山林保全には
間伐実施が重要！

山林が荒廃し現状以上に

土砂流出があった場合

⇒ 費用が増加

山林荒廃

山林保全活動による安濃ダム
堆砂対策費の抑制イメージ

国営施設機能保全事業

（Ｈ２４～Ｈ３３）の堆砂対策費

※林野庁地方分権改革推進会議資料を基に作成

間伐実施が重要！

現状維持ライン
山林を積極的に保全し

土砂流出を抑制した場合

⇒ 費用が低減

費用が増加

山林保全

１２．７億円

H25 H30 H35 H40 H50H45 H75H55 H60 H65 H70

山林保全活動事例等

スッキリ

津市内の中学生による植林活動 地元企業による植林活動

もう土は流さない

からネ

地域の山林が荒廃していることで予想以上の土砂がダム湖に流入しています。
でも、それを回避できる可能性があるのです。

安濃ダム流域における
治山の取り組み

治山堰堤 床固工の設置数の推移
でも、それを回避できる可能性があるのです。

それは、山林を昔のように維持保全することです。
山林はいろいろな機能と効用を持っています。土砂の流出防止もそのひとつです。

山林を手入れしなければ、山は雨によって崩れたり削られたりして土砂が流出してしまいます。
だから、山林を維持保全していくことで土砂流出を食い止めることができるのです。

今、山林の保全活動に多くの企業や一般の人が積極的に参画しています。
中勢用水土地改良区も山林保全を大切に考え、これらの活動と協働しています。
皆さんのお力添えをいただけると幸甚です。

治山堰堤、床固工の設置数の推移
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